
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1.しあわせ信州創造プラン2.0の政策評価のため１回、次期計画の策定のため２回審議会を開催。長野県の現状や取り巻く状況、取組

の方向性等について議論いただき、策定に向けた検討を進めた。

2.特設ホームページを活用した積極的な広報や応募団体掘り起しのための取り組みを行ったことで、目標達成に繋がった。

信州SDGsアワード応募件数 件

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

・プラン2.0が最終年度を迎えることから、進捗状況を踏まえ目標の達
成に向けて着実な取組が必要。

・次期総合５か年計画は、プラン2.0の取組の成果や課題を反映する
とともに、多様な意見を反映して策定することが必要。

・SDGsの県民認知度は58.8％（2022.6 民間調査）と上昇している
が、SDGsのさらなる普及促進が必要。

・政策評価結果に基づき、PDCAサイクルを回すことで、プラン2.0の
着実な推進を図る。

・政策評価結果を踏まえるとともに、多くの県民や関係団体等との対
話や意見聴取を行い、次期総合計画を策定する。

・SDGsアワードの開催やSNS等の活用を通して、SDGsの普及、達成
に向けた具体的な取組を促進する。

主な取組

✔次期総合５か年計画の策定
　　・次期総合５か年計画の策定について長野県総合計画審議会に諮問
　　・若者からシニアまで様々な世代や分野で活躍する方々が集まり、コロナ後の信州の未来について語り合う「信州これから会議」を開催
　　・EBPMの推進の観点から、「AIを活用した長野県の未来に関するシミュレーション」を実施

✔県民のSDGs達成に取り組む機運の醸成
　　・「信州SDGsアワード」の創設
　　　応募期間　R3.7/30(金)～11/19(金)
　　　応募者数　63件　　受賞者数　15件
　　・ポータルサイト「信州SDGsひろば」の運営
　　　HPやInstagramなどを活用し、定期的に情報発信を実施

1.総合５か年計画の政策評価及び次期計画策定を着実に進めるため、これらを審議する審議会開催回数を目標に設定。

2.SDGsを県民とともに推進するため、県民の意識醸成効果として応募件数を目標に設定。
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【実施内容】

・政策評価結果に基づき、PDCAサイクルを回すことによるプラン2.0の着実な推進
・次期総合５か年計画の策定
・SDGsに取り組む機運の醸成と取組の推進　など
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企画振興部 課・室

【現状】

「しあわせ信州創造プラン2.0」の4年目であり、計画の着実な推進が必要。また、プラン2.0をSDGsの達成をめざす行動計画と位置付けて
おり、SDGsの普及・推進が必要。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail seisaku@pref.nagano.lg.jp

総合政策課
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しあわせ信州創造プラン2.0の基本目標である「確かな暮らしが営まれる美しい信州」が実現している。
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直接

SDGsアワードの開催のほか、ポータルサイト「信州SDGsひろば」の運営、SNS
（Instagram）の発信等を実施し、SDGsの普及啓発に努めた。

委託

R3は新型コロナ対応のため足踏みとなったが、これまでに実施した有識者からの意
見聴取や先進事例視察等で得られた知見を取り入れ、R4当初予算への計上につな
げた。

直接

3 信州SDGsの推進

委託

直接

1
長野県総合計画審議会の開
催

しあわせ信州創造プラン2.0の政策評価及び次期総合５か年計画を策定するため、
総合計画審議会を開催（計3回）
若者からシニアまで様々な世代や分野で活躍する方々が集まり、コロナ後の信州の
未来について語り合う「信州これから会議」を開催

2
データ活用による政策形成
の推進

次期総合５か年計画の基礎資料とするため、統計分析により本県の強みと弱みを把
握する「長野県の現状」及び最近の社会・経済情勢等を把握する「長野県を取り巻く
状況」を取りまとめた。
望ましい未来像や取組の方向性等に関する基礎資料とするため、AIを活用して長野
県の未来に関するシミュレーションを実施した。

委託
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